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十字架における神の愛の神学
神を全能で不変の存在とみなす伝統的な有神論的神思想が崩壊し、「神の死」
が叫ばれる時代の中で、われわれはいかにして神について思考し、神を表現する
ことが可能になるのか？　「神は愛である」という命題を三位一体の神の概念か
ら徹底的に考察し、現代における新たな有神論的神概念を提示した名著。20世
紀を代表する神学者エーバハルト・ユンゲルの主著の待望の翻訳！


